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　災害に見舞われた時

災害が、多くの場合あまりにも突然に襲って来るため、わたしたちはかろうじて自分の命を守る以外に何もできません。一瞬のうちに、家や土地、財産といった、長い間、働いて手に入れたものは大きな被害を受けることもあれば、すべてを失うこともあります。

災害のただ中にいる時、あるいは、いつ災害に見舞われるか、と不安を抱く時、希望を与え、心の支えとなるものはあるのでしょうか。突然、激流のごとく苦難が人生に襲いかかる時、次の祈りの言葉には大きな力があります。

「神様、わたしには今、あなたのなさることが理解できません。けれども、あなたが愛であられることを信じます」

このように、天の父なる神に祈るなら、心の中に平安が訪れます。神の導きと御心に自分をゆだねきっているからです。

どのようにすれば、「なぜ」と問わずにゆだねきることができるのでしょうか。天の父なる神が愛そのものであられることを信じるなら、できるのです。神の愛を心に深く刻み込んでいる人には、どんな時でも、神のなさることを進んで受け入れることができます。
　
わたしたちの永遠の救いを願っておられる神は、その独り子イエス・キリストに言い尽くせない苦しみの道を歩ませ、十字架の死にさえも渡されました。神はしばしば困難な道を許されます。それは、わたしたちに対する神の愛そのものなのです。鍛えることを通して、御自分のもとに立ち帰らせ、まさに苦しみの中でこそ慰めと励ましを与えようとしておられるからです。

「わたしの肉もわたしの心も朽ちるであろうが、神はとこしえにわたしの心の岩、わたしに与えられた分」（詩編73･26）と祈るなら、わたしたちは苦しみにもはや屈することはありません。そして、試練の時、神の導きに対してわたしたちの心を逆らわせようとする敵が離れて行くのです。すべてを失ったとしても、決して失うことのない唯一の方、父なる神と救い主イエス・キリストが共におられます。

イエスを心に受け入れている人は、どんな災害や苦難によっても奪い去られることのない最も貴重な宝を持っています。イエスが共におられるなら、わたしたちに何一つ欠けるものはありません。イエスは困難からわたしたちを救い出すことも、そのただ中で助けることもおできになるからです。

イエス・キリストの愛に信頼をおくなら、わたしたちは苦難のさなかでその愛と助け、また驚くべき守りを今までになく体験するに違いありません。

　「大いなる力に囲まれて明日へ」（バジレア・シュリンク著）より


災害の時の祈り

天の父なる神様、
わたしたちは今、あなたの御前で祈ります。
　この試練を通して、わたしたちが今まで歩んできた自分勝手な道を離れ、あなたに立ち帰ることができますように。そうすれば、あなたは再び恵みを与えてくださることを信じます。愛の御手によって鍛えられることが、わたしたち個人にとっても国にとっても、益となることを確信しています。

　父よ、わたしたちは、あなたの御前でへりくだってこの試練を受け入れます。この災害によって、わたしたちと国民の多くが目を覚ましますように。
　あなたから離れた人々が再び祈り始め、この困難の中であなたに叫び求めますように。そして、あなたからいただいたあらゆる恵みに対して、感謝をささげることができるように助けてください。
　多くの人々が救いにあずかり、新しい歩みを始めることができますように。
わたしたちのうちに悔いる霊を新しくしてください。
あなたがこの災害を恵みに変え、終わらせてくださることを信じます。
　わたしの意志を完全にあなたに明け渡すことができますように。
今ある災害が、やがて来るであろう大きな災害に備える機会となりますように。
わたしたちをあなたに固く結びつけてください。そうすれば、あなたが人類の罪を裁かざるを得ない時までに、わたしたちは強くされるのです。
　父よ、苦難のただ中で助けを求めるこの祈りを聞き入れ、イエスの流された血潮のゆえにわたしたちを憐れんでください。
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